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1技術委員会 架設小委員会

平成２３年度平成２３年度 技術発表会技術発表会

東京ゲートブリッジの工事報告

（側径間トラスの大型起重機船３隻相吊りに

よる大ブロック一括架設）
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施 工 位 置
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橋梁形式の選定
なぜこのような構造に・・

高さ制限

航路制限

6万t級の大型コンテナ船やクイーンエリザベスⅡ世号も通行可能

⇒ トラス・ボックス複合橋の採用

９８.１ｍ

８７.８ｍ

５４.６ｍ

航路幅３００ｍ

支間長４４０ｍ
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橋梁概要
橋梁形式： 鋼3径間連続トラス･ボックス複合橋
橋 長： 792.0 m
支間長 ： 160.0 + 440.0 + 160.0 m
総幅員 ： 21.0 m（弦材中心=22.3m）
有効幅員： 18.5 m（車道15.5 m 歩道3.0 m）

側径間トラス部 架設ブロック重量：約6,800t（L=232m）
吊上げ重量（仮設材等を含む）：約7,400t
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断 面 図
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大型起重機船 3隻相吊り大ブロック浜出し・架設

中央防波堤側 若洲側

架設ｲﾒｰｼﾞ

六甲アイランド橋(1992年完工)
W≒7,800t (浜出･架設)

西宮港大橋(1994年完工)
W≒8,100t (浜出)

荒川湾岸橋(1975年完工)
W≒4,250t (浜出・架設)

大型起重機船 ３隻相吊り
過去に３例！！今回が１６年ぶり！！

歴史的大規模工事！！
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使用起重機船（日本で最大吊能力の起重機船３隻）

武蔵

吊能力：３,７００ｔ吊

船体寸法：長さ 107ｍ×幅 49ｍ

×深さ 8.0ｍ

第50吉田号

吊能力：３,７００ｔ吊

船体寸法：長さ 110ｍ×幅 50ｍ

×深さ 8.5ｍ

海翔

吊能力：４,１００ｔ吊

船体寸法：長さ 120ｍ×幅 55ｍ

×深さ 7.5ｍ
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撤去・復旧

Floater F’CLE Deck

切断

使用台船（２４,０００ｔ積：オーシャンシール）
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中央防波堤側
下部トラス

若洲側

大ブロック地組立完了

＜有明ﾔｰﾄﾞ＞

＜富津ﾔｰﾄﾞ＞

2009.72009.7撮影撮影
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大ブロック浜出し１
約15m巻上げ状況

約15m

海翔

第50吉田号

武蔵
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後退状況

後退約100m

大ブロック浜出し２
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大ブロック浜出し３

前進約55m

輸送台船
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大ブロック浜出し４

台船搭載完了

台船搭載時、
約9,000tのバラストを使用し

台船の変形を調整

台船搭載状況
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大ブロック海上輸送１
側径間トラス 海上輸送状況
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大ブロック海上輸送2
架設地点到着

航泊禁止区域

東京東航路

入域

橋脚

第50吉田号 武蔵
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大ブロック架設1
水切り状況

約70m
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大ブロック架設2
約15m巻上げ状況

後退約45m
巻上約15m
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大ブロック架設3

前進約115m

前進状況
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大ブロック架設4 架設状況
（中防側）

架設状況
（若洲側）
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大ブロック架設5

架設完了
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大型起重機船３隻相吊り作業管理システム

【課題】

1. 現場条件

① 高度制限の厳守
大型起重機船ジブトップ高さのリアルタイムな把握と管理が必要

② 航路制限による工事区域内作業の厳守
航路一部閉鎖中の工事区域内における起重機船の位置把握と

管理が必要

2. 大型起重機船３隻の同調

① 各起重機船の吊荷重
吊荷重の不均等な状況回避とリアルタイムな把握と管理が必要

② 各起重機船の平面相対位置
各起重機船の相対位置状況のリアルタイムな把握と管理が必要
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大型起重機船３隻相吊り作業管理システム

【実施】

作業管理項目

① 吊荷重管理

② 高度管理

③ 起重機船位置管理

④ 側径間トラス姿勢管理
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大型起重機船３隻相吊り作業管理システム概要

本部

第50吉田号
３７００ｔ吊
ＦＣ

海翔
４１００ｔ吊
ＦＣ

《側径間トラス》《側径間トラス》

RTK-GPS

無線LANアンテナ

加速度計(OCTANCE)

Webカメラ

起重機船監視モニター

加速度計(OCTANCE) ＦＣジブ先端　GPS 長距離　無線LANアンテナ 監視PC

Webカメラ

基地局

起重機船　監視モニタ

船舶間 無線LANバックステーGPS

武蔵
３７００ｔ吊
ＦＣ
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T1

GL1
GL2

T2

①
② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
⑪

⑭

⑫

⑬

FC No.1

FC No.2

FC No.3

（MP1)

（MP2)

・起重機船１隻当り

16点分散吊

（当初）

・起重機船１隻当り

2点集中吊

（変更）

②
⑦

⑫

FC No.1

FC No.2

FC No.3

T1
GL1

GL2
T2

①吊荷重管理

26

大ブロック荷重清算後の
起重機船3隻の吊点反力

1. 吊上げ荷重の集計 単位：ｔ　

格点② 格点⑦ 格点⑫

船名 海翔 第50吉田号 武蔵

能力 4,100t吊 3,700t吊 3,700t吊
定格荷重 2,400 3,035 3,600

1,790 2,100 2,593
33 147 132

1,823 2,247 2,725 6,795
51 56 64

149 135 135
200 191 199 590

2,023 2,438 2,924 7,385
84% 80% 81%

2. 設計吊環作用力との比較
格点② 格点⑦ 格点⑫

239 291 351
228 281 341
96% 97% 97%

吊点位置

起重機船
合計

総吊上げ荷重 ③=②+①

小計②

小計①

吊天秤重量

吊具関係重量

橋
体
負

荷
反
力

吊
具
重
量

吊環作用力　⑥=①／8
設計吊環作用力　⑤

比率　⑥／⑤

定格荷重に対する負荷率

吊点位置

仮設材･搭載物

本体重量･付属物
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①吊荷重管理

武蔵

第50吉田号

海翔

全FC合計各FC合計No.2フックNo.1フック No.3フック No.4フック

目標荷重

起重機船１隻当り
２点の集中吊状況

吊荷重管理モニター監視状況

管理値＝計画値の±１０％以内
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②高度管理

高
度

制
限

最小クリアランス
約０．５ｍ

武蔵第50吉田号海翔

高度管理モニター監視状況

管理値＝制限高さを超えないこと
海翔

武蔵
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③起重機船位置管理

武蔵

第50吉田号

海翔

側径間トラス

各FC前後相対差

武蔵

第50吉田号

海翔

側径間トラス

各FC前後相対差

起重機船位置管理モニター監視状況 管理値＝相対差1.0ｍ以内 30

④側径間トラス姿勢管理

側径間トラス姿勢モニター確認状況
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31 32
ご清聴ありがとうございました


